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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子スコープ及びファイバスコープの装着が可能な内視鏡プロセッサの光源装置であっ
て、
　主光源と、
　入射端面が前記主光源と対向し、入射した光束を射出端面まで導く導光部材と、
　前記主光源が非点灯状態のときに点灯される光源であって、前記主光源と前記入射端面
との間の主光源光路から待避した待避位置と、前記主光源が非点灯状態のときに、前記主
光源光路内であって前記入射端面に対向する使用位置とに移動可能に支持された補助光源
と、
　前記補助光源を点灯するときは、所定の輝度で点灯する連続点灯または点灯時に前記所
定の輝度より高い明るさで点灯する間欠点灯のいずれかで点灯駆動する補助光源点灯制御
手段と、
　装着されたスコープが、電子スコープであるかどうか及び前記導光部材を備えているか
どうかを検知するセンサ手段とを備え、
　前記補助光源点灯制御手段は、前記補助光源を点灯するときに、前記センサ手段により
前記内視鏡プロセッサに、導光部材を備えた電子スコープが接続されていることを検知し
たときは前記電子スコープの撮像手段の撮像動作に同期して前記間欠点灯駆動をし、ファ
イバスコープが接続されていることを検知したときは前記連続点灯駆動をすること、を特
徴とする内視鏡の光源装置。
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【請求項２】
　前記補助光源点灯制御手段は、前記補助光源を前記間欠点灯駆動をするときは、撮像手
段を駆動する垂直同期信号に同期させて間欠点灯駆動する請求項１記載の内視鏡の光源装
置。
【請求項３】
　前記補助光源はＬＥＤであり、前記補助光源点灯制御手段は、前記連続点灯駆動すると
きは前記ＬＥＤの順電流の絶対最大定格以下の電流値で前記ＬＥＤを定電流点灯駆動し、
　前記間欠点灯駆動するときは、前記順電流の絶対最大定格を超えた電流値でパルス電流
点灯駆動する請求項１または２記載の内視鏡の光源装置。
【請求項４】
　前記光源装置は、前記補助光源点灯制御手段が補助光源をパルス電流点灯駆動するか連
続点灯するかを設定する選択スイッチ手段を備えている請求項１から３のいずれか一項記
載の内視鏡の光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の技術分野】
本発明は、電子スコープ、ファイバスコープの光源に適した光源装置に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
内視鏡の光源装置には、光源としてハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライドランプ
など高輝度ランプが使用されている。内視鏡による検査、施術中に光源が寿命または故障
によって消灯した場合、光源または光源装置を取り替えなければならない。この取り替え
作業の間、内視鏡を患者の体腔内に据え置くのは望ましくない。
そこで、従来の高輝度ランプの主光源とは別個に補助光源を内蔵し、主光源が消えたら補
助光源に切替えて体腔内を照明し、補助光源による照明下で挿入部を体腔内から安全に抜
き去ることを可能にする光源装置が望まれている。例えば、特許文献１、特許文献２、特
許文献３などに開示されている。
補助光源は緊急用であり、使用頻度が非常に少ないので、できるだけ小型であり、経年劣
化が少ないものが好ましい。しかし、補助光源として、例えば高輝度ＬＥＤを使用した場
合、主光源に比して光量が少ないので、ファイバスコープでは適正であっても電子スコー
プの場合は光量不足で撮像した画像が暗すぎる場合がある。
【０００３】
【特許文献１】
特開2000-210245号公報
【特許文献２】
特開平10-108826号公報
【特許文献３】
特開2002-72106号公報
【０００４】
【発明の目的】
本発明は、上記従来の問題に鑑みてなされたもので、補助光源の点灯状態を制御できる内
視鏡の光源装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】
　本発明は、電子スコープ及びファイバスコープの装着が可能な内視鏡プロセッサの光源
装置であって、主光源と、入射端面が前記主光源と対向し、入射した光束を他端部まで導
く導光部材と、主光源が非点灯状態のときに点灯される光源であって、主光源と入射端面
との間の主光源光路から待避した待避位置と、主光源が非点灯状態のときに、主光源光路
内であって入射端面に対向する使用位置とに移動可能に支持された補助光源と、補助光源
を点灯するときは、所定の輝度で点灯する連続点灯または点灯時に前記所定の輝度より高
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い明るさで点灯する間欠点灯のいずれかで点灯駆動する補助光源点灯制御手段と、装着さ
れたスコープが、電子スコープであるかどうか及び前記導光部材を備えているかどうかを
検知するセンサ手段とを備え、前記補助光源点灯制御手段は、前記補助光源点灯制御手段
は、前記補助光源を点灯するときに、前記センサ手段により前記内視鏡プロセッサに、導
光部材を備えた電子スコープが接続されていることを検知したときは前記電子スコープの
撮像手段の撮像動作に同期して前記間欠点灯駆動をし、ファイバスコープが接続されてい
ることを検知したときは前記連続点灯駆動をすることに特徴を有する。
　この構成によれば、補助光源を点灯させるときは、連続点灯または間欠点灯のいずれか
で補助光源を点灯することができるので、状況に応じた適切な補助照明が可能になる。し
かも、電子スコープの補助光源として点灯するときは、撮像動作に同期して間欠点灯駆動
できるので、撮像手段が撮像動作、つまり電荷蓄積動作している間だけ、連続点灯のとき
よりも高輝度点灯し、蓄積した電荷を読み出す間など、電荷蓄積動作していない間は消灯
させることで、効率のよい高輝度照明が可能になる。
【０００６】
　前記補助光源点灯制御手段は、撮像手段を駆動する垂直同期信号に同期させて補助光源
を間欠点灯駆動することが望ましい。
　補助光源はＬＥＤであり、前記補助光源点灯制御手段は、前記連続点灯駆動するときは
ＬＥＤの順電流の絶対最大定格以下で前記ＬＥＤを定電流点灯駆動し、間欠点灯駆動する
ときは、順電流の絶対最大定格を超えた電流値でパルス電流点灯駆動することにより、撮
像手段が電荷蓄積動作している間の光量を増やすことができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下図面に基づいて本発明を説明する。図１は、本発明の光源装置を電子内視鏡システム
に適用した第一の実施形態の主要構成を示す図である。
【０００８】
この電子スコープ１０は、可撓性の挿入部１１と、挿入部１１の体外端に設けられた操作
部１２と、操作部１２に接続されたユニバーサルチューブ１３を備えている。挿入部１１
の先端部には、撮像レンズ、撮像素子（ＣＣＤ）等を含む電子カメラ１６が内蔵されてい
る。電子カメラ１６は、挿入部１１の先端面に設けられた観察窓（対物窓）から外部を撮
像可能に配置されている。さらに挿入部１１の先端面には、照明用の導光手段としてのラ
イトガイド（光ファイバ束）１５の射出端面１５ｂや、鉗子口等（図示せず）が配置され
ている。操作部１２には、電子カメラの動画撮影、静止画撮影などを制御する操作ボタン
や、挿入部１１の先端部近傍に設けられた湾曲機構を操作する湾曲操作ノブ等が設けられ
ている。ユニバーサルチューブ１３の一端部は操作部１２に接続され、他端部には電気コ
ネクタと光コネクタ１４ａを有するコネクタ部１４が装着されている。
【０００９】
プロセッサ部２０内には、電子カメラ１６が撮像した映像信号を処理する映像信号処理系
として、Ａ／Ｄ変換器２２、信号処理回路２３およびＤ／Ａ変換器２４を内蔵している。
信号ケーブル１７は、挿入部１１、操作部１２およびユニバーサルチューブ１３内に収容
され、一端部が電子カメラ６に、他端部がコネクタ部１４の電気コネクタのピンに接続さ
れている。映像ケーブル２２ａは、一端がプロセッサ部２０に設けられたコネクタ部２１
の電気コネクタのピンに、他端がＡ／Ｄ変換器２２の入力ポートに接続されている。電子
カメラ１６とＡ／Ｄ変換器２２は、信号ケーブル１７、コネクタ部１４の電気コネクタ、
コネクタ部２１の電気コネクタ及び映像ケーブル２２ａを介して接続される。Ｄ／Ａ変換
器２４には、ビデオエンコーダ（不図示）を介して電子カメラ１６が撮像した映像を映し
出すテレビモニタが接続され、電子内視鏡１０を操作する者は、このテレビモニタの映像
を見ながら操作する。なお、Ｄ／Ａ変換器２４にはテレビモニタの他に、映像を記録する
ビデオデッキなどの外部記憶装置、パソコンの映像信号入力などの接続が可能である。
【００１０】
ライトガイド１５は、挿入部１１の先端面から、挿入部１１、操作部１２およびユニバー
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サルチューブ１３内を通って他端部がコネクタ部１４内の光コネクタ１４ａに接続されて
いる。そしてこの光コネクタ１４ａは、コネクタ部１４とコネクタ部２１が接続されたと
きに、同時にコネクタ２１内の光コネクタ２１ａに接続され、ライトガイド１５の入射端
面１５ａとライトガイド（光ファイバ束）２５の射出端面２５ｂとを光接続する。ライト
ガイド２５の他端部の入射端面２５ａは、主光源２７から射出された照明光の入射位置に
配置されている。主光源２７と入射端面２５ａとの間の主光源光路内には絞り２６が配置
され、この絞り２６の開閉により入射端面２５ａに入射する光量が調整される。絞り２６
は絞り駆動回路３８を介してシステムコントローラ３１により制御される。
【００１１】
この主光源２７から発せられ、入射端面２５ａから入射した照明光は、ライトガイド２５
、射出端面２５ｂ、入射端面１５ａ、ライトガイド１５と導かれ、ライトガイド１５の射
出端面１５ｂ、挿入部１１先端面の照明窓から外部に射出して体腔内を照明する。
【００１２】
主光源２７は、主光源電源２８によって点灯駆動制御される。この主光源電源２８は、商
用電源２９から電力供給を受けた安定化電源回路３０において安定化された電流によって
主光源２７の点灯を制御する。
【００１３】
主光源２７としては、通常、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライドランプなどの
高輝度ランプが使用され、反射傘を有するランプソケットに装着されている。そして、こ
の主光源２７から発光された光束を収束してライトガイド２５の入射端面２５ａに効率よ
く入射させるための集光レンズなど（不図示）を備えている。この主光源２７の収束位置
と入射端面２５aとが一致するように、主光源２７およびライトガイド２５が配置されて
いる。
【００１４】
　プロセッサ部２０内には、主光源２７がランプ寿命により、またはなんらかの故障によ
り消灯したときに、主光源２７に代わって照明光を供給する補助光源３２が設けられてい
る。補助光源３２として、本実施形態では高輝度ＬＥＤ３２ａを使用している（図４（Ａ
）参照）。主光源２７の消灯を光センサ３９及び消灯検知回路４０にて検出し、消灯検知
信号がシステムコントローラ３１に送信され、補助光源駆動回路３３がシステムコントロ
ーラ３１から補助光源点灯信号を受けた時に、この補助光源３２の点灯が補助光源駆動回
路３３によって駆動制御される。なお、補助光源駆動回路３３は、安定化電源回路３０か
ら供給される定電圧電流によって動作する。
【００１５】
また補助光源駆動回路３３は、アクチュエータ３４を介して補助光源３２を、主光源光路
外の待機位置と、主光源光路内であって、入射端面２５ａと対向する使用位置（補助光源
発光位置）とに移動させ、この使用位置において補助光源３２を点灯する。システムコン
トローラ３１は、補助光源３２を点灯させているときは、その旨をプロセッサ部２０の外
面に設けられた補助光源点灯表示ランプ３７を点滅させて使用者に知らせる。
なお補助光源３２は、通常状態では主光源光路外の待機位置に保持され、消灯されている
。
【００１６】
光源装置の機械的構成について、さらに図２、図３を参照して説明する。図２、図３は第
一の実施形態における補助光源の移動機構の斜視図であって、図２は主光源２７が点灯す
る通常状態を示し、図３は補助光源３２が使用位置に移動して点灯する補助光点灯状態を
示している。
【００１７】
補助光源３２は、Ｌ型のレバー５１の一方の端部に固定されている。レバー５１は、角部
が軸５１ａを介して回動自在に押え板５２に軸支され、他方の端部にアクチュエータ３４
が連結されている。このアクチュエータ３４はロータリーアクチュエータであって、回転
軸（図示せず）に固定された回転板５３の偏心位置に軸５３ａが植設され、この軸５３ａ
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が、レバー５１の一方の腕部に腕部に沿って形成された長穴５１ｂに嵌っている。
【００１８】
補助光源駆動回路３３からの制御信号によりアクチュエータ３４が非通電状態のときは、
回転板５３は初期位置に保持され、レバー５１も初期状態に保持されている。この初期状
態が通常状態であって、レバー５１の一方の端部に固定された補助光源３２は主光源光路
外の待機位置に保持されている。
【００１９】
補助光源駆動回路３３からの制御信号によりアクチュエータ３４に通電されると、回転板
５３が時計回り方向に所定角度だけ回転し、この回転に連動してレバー５１も軸５１ａ周
りに反時計回り方向に回転して、補助光源３２を使用位置、つまり、入射端面２５ａと対
向する補助光源発光位置に移動する。そして補助光源３２は、アクチュエータ３４に通電
されている間、この使用位置に保持される。補助光源駆動回路３３がシステムコントロー
ラ３１から補助光源点灯信号を受信した時、補助光源駆動回路３３は補助光源３２に通電
させて補助光源３２を発光させると共に、補助光源３２を補助光源発光位置に移動させる
。
【００２０】
なお、主光源２７は点灯中は高熱になるので、詳細は図示しないが、主光源３２を冷却す
る冷却ファンを備えている。また、補助光源３２も、冷却ファンによる空気流の冷却だけ
では不十分な場合など、必要に応じて補助光源冷却手段が設けられる。
【００２１】
この補助光源駆動回路３３は、補助光源３２を二つの点灯モードで駆動する。一つは定電
流点灯駆動する定常電流点灯モード（連続点灯）であり、他の一つは、電子カメラ１６の
電荷蓄積動作（露出）に同期したパルス電流点灯モード（間欠点灯）である。点灯モード
の選択（切替え）は、プロセッサ部２０に設けられ、使用者によって操作される選択ボタ
ン（スイッチ）３６の位置に応じて、システムコントローラ３１が設定する。
【００２２】
定常電流点灯モードおよびパルス電流点灯モードにおける補助光源３２の点灯動作を、図
４（Ｂ）及び図４（Ｃ）に示したタイミングチャートを参照して説明する。なお、図４（
Ａ）には、補助光源３２（発光ダイオード３２ａ）の点灯駆動回路の一例を示してある。
この点灯駆動回路では、トランジスタＴrのベースに所定の正電圧を印加するとトランジ
スタＴrがオン、つまりエミッタ-コレクタ間が導通して発光ダイオード３２ａに電流が流
れ、発光ダイオード３２ａが発光する。トランジスタＴrのベース電圧が０（グランドレ
ベル）になるとトランジスタＴrがオフして電流が遮断（エミッタ-コレクタ間が遮断）さ
れて発光ダイオード３２ａが消灯する。この点灯駆動回路は、ベース電圧およびベース電
圧を印加する時間、間隔を調整することにより、発光ダイオード３２ａに流れる電流を制
御できる。つまりこの実施例は、補助電源駆動回路３３によってトランジスタＴrのベー
ス電圧を制御して、発光ダイオード３２ａを定常電流点灯駆動、パルス電流点灯駆動する
構成である。
【００２３】
定常電流点灯モードでは、補助光源３２の順電流の絶対最大定格以下の定電流値Ｉ0によ
って補助光源３２を連続点灯させる（図４（Ｂ）参照）。
一方、パルス電流点灯モードでは、電子カメラ１６から出力される映像信号の中から垂直
同期信号に同期させて間欠点灯させる。つまり、ＣＣＤの露光開始（電荷蓄積開始）であ
る垂直同期信号の立ち上がりに同期しての通電を開始（点灯を開始）し、露光終了時（次
の垂直同期信号が出力される前）に発光ダイオードの通電を停止（消灯）する、いわゆる
ＰＷＭ制御によってパルス電流点灯駆動させている（図４（Ｃ）参照）。
【００２４】
電子カメラ１６が標準テレビ方式（例えばＮＴＳＣ方式）のビデオカメラの場合は、通常
６０フィールド撮影するので撮影間隔は１／６０秒（約17ms）、あるいは３０フレーム撮
影として撮影間隔１／３０秒（約33ms）となるが、１回の露光時間は、垂直同期信号に同
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期した電荷転送時間を挿入する時間だけ短くなる。ここではフィールド撮影とし、１フィ
ールドの時間をｔとする。一方、フィールド撮影間隔と等しい補助光源３２のパルス発光
の周期Ｔは１／６０秒（約17ms）となり、１フィールド時間ｔよりもやや長い。なお、絞
りを用いずに高速電子シャッタ機能有するＣＣＤを用いる場合、１フィールド時間ｔはさ
らに短くなる。
【００２５】
この実施形態では、電子カメラ１６を駆動する垂直同期信号（の立ち上がり）に同期して
、トランジスタ（スイッチングトランジスタ）Ｔrのベースに定常電流点灯モード時に印
加した正電圧よりも所定量大きい電圧を印加してトランジスタＴrをオンする。発光ダイ
オード３２ａに電流値Ｉ0よりも大きな駆動電流が流れ、定常電流点灯モードよりも明る
く発光する。所定時間経過後、トランジスタＴrのベースへの電圧印加を停止してトラン
ジスタＴrをオフすると、発光ダイオード３２ａの電流が遮断され、発光が止まる。この
パルス発光の１周期における発光時間をｔ１、消灯時間をｔ２とすると、デューティー比
は　ｔ１／Ｔ　によって表される。なお、ｔ１＋ｔ２＝Ｔである。
【００２６】
パルス発光の場合、発光ダイオードの駆動電流の平均値が順電流の絶対最大定格値以下に
なればよいので、デューティー比が小さいほど駆動電流の波高値（尖頭順電流の値）を順
電流の絶対最大定格値よりも高くすることができ、その結果、パルス発光の発光時間にお
ける発光ダイオードの光量を定常電流点灯モードの時の発光ダイオードの光量よりも大き
くすることができる。図５には、パルス電流点灯モードにおける、デューティー比と尖頭
順電流の値との関係（尖頭順電流対デューティー比特性）をグラフで示した。
【００２７】
なお、このデューティー比は、フィールドｔ等に基づく必要な露出時間に応じて適切な値
を設定し、発光ダイオードＬＥＤのパルス電流は設定されたデューティー比と尖頭順電流
対デューティー比特性とに基づいて適切な値を設定するものである。例えば、デューティ
ー比を５０％とすると、図５の尖頭順電流対デューティー比特性から、尖頭順電流の最大
定格は約１０ｍＡとなり、デューティー比が１００％時（すなわち定常電流点灯モード時
）の尖頭順電流の最大定格（約５ｍＡ）に対して約２倍となる。このことにより、パルス
電流点灯モードの発光ダイオードＬＥＤの尖頭順電流値を、定常電流点灯モード時）の尖
頭順電流の最大定格（すなわち、順電流の絶対最大定格）以上に設定することができる。
すなわち、パルス電流点灯モードでは、定常電流点灯モード時よりも点灯時の発光ダイオ
ードＬＥＤの輝度を上げることができる。
【００２８】
次に、この実施形態の主光源、補助光源点灯動作について、図６に示した点灯処理フロー
チャートを参照して説明する。システムコントローラ３１は、電源スイッチＳＷＰがオン
して商用電源２９が供給された状態でこの点灯処理フローチャートに入る。本図および明
細書において、ステップは「Ｓ」と省略する。
【００２９】
この処理に入ると、電源スイッチＳＷＰがオンしているかどうかをチェックする（Ｓ１１
）。電源スイッチＳＷＰがオンしていないときは、主光源２７および補助光源３２をオフ
して処理を終了する（Ｓ１１；Ｎ、終了）。
【００３０】
電源スイッチＳＷＰがオンしているときは、主光源２７を点灯し、主光源電流が０でない
ことを条件に、主光源２７の点灯状態を維持する（Ｓ１１；Ｙ、Ｓ１５、Ｓ１７；Ｎ、Ｓ
１１）。以上の処理を、電源スイッチＳＷＰがオンしていて、主光源電流が流れている間
繰り返す。
【００３１】
主光源２７が切れたり、なんらかの原因によりいわゆる安全装置が作動して主光源電流が
減少すると（Ｓ１７；Ｙ）、主光源２７をオフし（Ｓ１９）、アクチュエータ３４を駆動
して補助光源３２を使用位置に移動し（Ｓ２１）、補助光源３２をオンするとともに、補
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助光源点灯ランプを点滅させて、補助光源に切り換わったことを使用者等に知らせ（Ｓ２
３）、電源スイッチＳＷＰがオフされるのを待つ（Ｓ２５）。電源スイッチＳＷＰがオフ
されると、補助光源３２を消灯し、アクチュエータ３４を駆動して補助光源３２を待機位
置に待避させて点灯処理を終了する（Ｓ２５；Ｙ、Ｓ２７、Ｓ２９、終了）。
このように補助光源３２がオンしたときは、操作者は、テレビモニタを見ながら操作部１
２を操作して挿入部１１を体腔内から引き出し、電源スイッチＳＷＰをオフして主光源２
７を交換する。
【００３２】
次に、Ｓ２３における補助光源オン処理について、さらに図７を参照して説明する。この
処理に入ると、まず、選択ボタン３６によってファイバースコープが選択されているかど
うかをチェックする（Ｓ５１）。ファイバースコープが選択されているときは、補助光源
駆動回路３３に補助光源３２を定電流点灯駆動させてリターンする（Ｓ５１；Ｙ、Ｓ５３
、ＲＥＴＵＲＮ）。ファイバースコープが選択されていないときは、補助光源駆動回路３
３に補助光源３２をパルス電流点灯駆動させてリターンする（Ｓ５１；Ｎ、Ｓ５５、ＲＥ
ＴＵＲＮ）。
【００３３】
以上第一の実施形態は、補助光源３２の点灯モードを使用者が手動で設定する構成であっ
た。図８に示した本発明の第二の実施形態は、ライトガイドが装着されているかどうか、
電子スコープが装着されているか否かを検知して点灯モードを自動設定する構成である。
ライトガイドが装着されたかどうかはライトガイドコネクタ２１ａ近傍に設けられたライ
トガイド検知センサ４１によって検知し、電子スコープが装着されたかどうかは電気コネ
クタ２１近傍に設けられた電気コネクタ検知センサ４２によって検知する。これらの検知
センサ４１、４２は、機械的なマイクロスイッチなど接触センサ、または磁気センサ、光
センサなどの非接触センサで構成できる。
【００３４】
システムコントローラ３１は、これらの検知センサ４１、４２によって、ライトガイドを
備えた電子スコープが装着されていることを検知したときはパルス電流点灯モードを設定
し、ライトガイドを備えているが電子スコープではない（ファイバスコープ）ことを検知
したときは定常電流点灯モードを設定し、ライトガイドが装着されていないことを検知し
たときは、主光源２７および補助光源３２の両方の点灯を禁止する。
【００３５】
この第二の実施形態における補助光源点灯処理の詳細について、図９に示したフローチャ
ートを参照して説明する。このフローチャートは、図６のＳ２３のサブルーチンとして実
行される。
【００３６】
このフローチャートに入ると、まず、ライトガイド検知センサ４１がＯＮしているかどう
か（ライトガイドが接続されているかどうか）をチェックする（Ｓ６１）。ライトガイド
検知センサ４１がＯＮしていない（ライトガイドが装着されていることを検知していない
）ときは、補助光源３２をオフしてリターンする（Ｓ６１；Ｎ、Ｓ６３、ＲＥＴＵＲＮ）
。ライトガイド検知センサ４１がＯＮ（ライトガイドを検知）しているときは、電気コネ
クタ検知センサ４２がＯＮしているかどうか（電子スコープが装着されているかどうか）
をチェックする。電気コネクタ検知センサ４２がＯＮしている（電子スコープが装着され
ている）ときは、補助光源駆動回路３３をパルス電流点灯駆動させて補助光源３２をパル
ス点灯させてリターンする（Ｓ６１；Ｙ、Ｓ６５；Ｙ、Ｓ６７、ＲＥＴＵＲＮ）。電気コ
ネクタ検知センサ４２がＯＮしていないとき（電子スコープではないとき）は、補助光源
駆動回路３３を定常電流点灯駆動させて補助光源３２を定常電流で点灯させてリターンす
る（Ｓ６５；Ｎ、Ｓ６９、ＲＥＴＵＲＮ）。
【００３７】
以上の通り第二の実施形態によれば、検知センサ４２、４２によって、ライトガイドを備
えたスコープが装着されているかどうか、装着されているのが電子スコープかどうかをチ
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ェックして補助光源３２に駆動方法を定常電流点灯モードかパルス電流点灯モードかを決
めるので、使用者を煩わせることがない。
なお、この第二の実施形態の場合は、例えば、図６に示した点灯処理において、Ｓ１１の
処理の前、Ｓ１７、Ｓ２３から戻った後にライトガイド検知センサ４１がオンしたかどう
かのチェック処理を挿入して、ライトガイド検知センサ４１がオフしているときまたはオ
フしたとき、すなわちライトガイドが装着されていないときまたは外されたときは主光源
２７および補助光源３２をオフするように制御することが望ましい。
【００３８】
【発明の効果】
以上の説明から明らかな通り本発明は、主光源と補助光源を備え、主光源に代わって補助
光源を点灯させるときは、連続点灯または間欠点灯のいずれかで補助光源を点灯すること
ができるので、状況に応じた適切な補助照明できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の光源装置を電子内視鏡システムに適用した第一の実施形態の主要構成を
示す図である。
【図２】同第一の実施形態における補助光源の移動機構を通常状態で示す斜視図である。
【図３】同第一の実施形態における補助光源の移動機構を補助光点灯状態で示す斜視図で
ある。
【図４】同第一の実施形態の補助光源点灯動作に関するタイミングチャートの一実施例を
示す図である。
【図５】同第一の実施形態の補助光源を定電流点灯駆動したときと、異なるディユーティ
ー比でパルス電流点灯駆動したときの光量を比較するグラフを示す図である。
【図６】同第一の実施形態の光源点灯処理をフローチャートで示す図である。
【図７】同第一の実施形態の補助光源オン処理の一実施例をフローチャートで示す図であ
る。
【図８】本発明の光源装置を適用した電子スコープシステムの第二の実施形態の主要構成
を示す図である。
【図９】同第二の実施形態の光源点灯処理をフローチャートで示す図である。
【符号の説明】
１０　電子スコープ
１１　挿入部
１２　操作部
１３　ユニバーサルチューブ
１４　コネクタ
１４ａ　ライトガイドコネクタ
１５　ライトガイド（光ファイバ束）
１５ａ　入射端面
１５ｂ　射出端面
１６　電子カメラ
２０　プロセッサ部
２１　電気コネクタ
２１ａ　ライトガイドコネクタ
２２　Ａ／Ｄ変換器
２３　信号処理回路
２４　Ｄ／Ａ変換器
２５　ライトガイド（光ファイバ束）
２５ａ　入射端面
２５ｂ　射出端面
２６　絞り
２７　主光源
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２８　主光源電源
３０　安定化電源回路
３２　補助光源
３２ａ　発光ダイオード（ＬＥＤ）
３４　アクチュエータ
３８　絞り駆動回路
３９　光センサ
４０　消灯検知回路
４１　ライトガイド検知センサ
４２　電気コネクタ検知センサ
ＳＷＰ　電源スイッチ

【図１】 【図２】

【図３】
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